
きのさき 

（学校教育目標）「夢を持ち ふるさとの未来を担う 城崎の子」 

 

 

 

 

 

小中合同運動会 

10 月 6 日（火）、「一致団結!! 〜 笑顔で創る運動会 〜」をスローガンに掲げ、第 8 回目となる城
崎小中合同運動会を晴れやかに開催いたしました。生徒会と児童会を中心に、夏休み前から企画や準
備を主体的に進めてまいりました。 

 
練習期間中は雨天が続き、グラウンドでの練習が限られる日もありましたが、子どもたちは体育館

のスペースを工夫して熱心に練習に励んできました。開会式では、児童会長の    さんが「諦め
ずに重ねた練習の成果を力いっぱいに発揮しましょう！」と力強く呼びかけ、熱戦の火蓋が切られま
した。当日は天候にも恵まれ、特に中学生によるマスゲーム（ダンス）は大変見応えのある素晴らし
いものでした。生徒会が中心となり、楽曲の選定から振付、隊形移動の工夫に至るまで自分たちで考
案し、主体的に取り組んできました。20 分を超える大作の演技を自分たちの手で見事に作り上げ、会
場全体を大いに魅了しました。小学生も中学校のグラウンドいっぱいに元気な笑顔を輝かせ、躍動感
あふれる踊りや競技を披露してくれました。学年を超えて肩を並べて声を掛け合い、心を一つに全力
を出し切る姿は、城崎の 9 年間の連続した成長を強く感じさせるものでした。 
閉会式では、生徒会長の    さんが「全校生の弾ける笑顔と一致団結した姿を見て胸がいっぱ

いになりました。9 年間の学びの中でも最高の思い出です」と語り、温かい拍手に包まれました。 
早朝より温かいご声援をお送りいただいた保護者・地域の皆様に、心より感謝申し上げます。 
 

全国学力学習状況調査 
 
新学期がスタートした 4 月に、3 年生の生徒

たちがこれまでの学びの成果を確かめるべく挑戦
いたしました「全国学力・学習状況調査」につき
まして、本校における結果と分析の概要をお伝え
いたします。今年度は「国語」「数学」「英語」の
3 教科での調査となりましたが、この結果は生徒
たちの学びの姿や成長のプロセスを示す貴重な資
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生徒数  65 名 

県・全国の平均正答率との比較 

 全 国 兵庫県 

国 語 下回っている 下回っている 

数 学 下回っている 下回っている 

英 語 同程度 同程度 
※本調査では、正答率の差が５％以内は優位性がなく、同程度
とみなします。 

 



料の一つと考えております。結果に表れた生徒たちの伸びや良い所をしっかりと認めて伸ばすととも
に、つまずきが見られた点につきましても「分かった！できた！」という実感が持てるよう、教職員
が一丸となって今後の指導方法の改善に努めてまいります。 

  

各教科の課題と今後の主な方策 

⑴ 国語 
【現 状】・「国語の勉強が好き」と答える生徒が多く、高い学習意欲や選択式問題での安定した成果 

が見られる。一方で、記述力を中心としたさらなる学力向上が求められる。 
【課 題】・短答式や記述式の正答率が低く、自らの言葉で記述・表現する問いに課題が見られる。 

・他者からの助言を踏まえ、自分の文章の改善点を見いだして記述することが苦手であ
る。 

【対 策】・生徒の「国語が好き」という高い学習意欲をモチベーションにわかる喜びと「かけた」
という達成感を得られる工夫を取り入れます。 

・記述問題への心理的ハードルを下げ、「部分的でもよいからまずは自分の言葉で書きき
る」姿勢を育みます。 

⑵ 数学 
【現 状】・生徒質問紙において「数学の授業で学習したことは将来役に立つ」と答える割合が高 

く、有用性を実感しています。一方で、自信のある生徒と不得意と感じる生徒の二極化
が見られる。 

【課 題】・式の意味を読み取ったり、数学的な表現を用いて問題解決の手順や理由を説明したりす 
ることが苦手である。 

・事象を数学的に解釈し、根拠を明らかにして相手に伝える説明力や論理的に思考するこ 
とが苦手である。 

【対 策】・授業内で自力で解法を説明し、ペア学習やグループ学習で相手の考えを聞き合い考察す 
るアウトプットの時間を増やし充実させます。 

・「なぜその解法になるのか」の根拠を明らかにして説明する活動を取り入れ、数学的用語 
や表現の定着を図ります。 

⑶ 英語 
【現 状】・平均 IRT スコアは全国平均を上回るなど IRT バンド（高技能層）の割合が高い。また、

「英語の授業内容が分かる」、「将来役に立つ」と関心が高くなっている。 
【課 題】・「読むこと・書くこと」で文章の流れや登場人物の心情変化の理解、まとまりのある記述

が苦手である。 

・キーボード入力による英語記述や、ICT 機器を使った音声学習の実践機会が不足してい 
る。 

【対 策】・「読むこと・書くこと」において、読解で得た情報をもとに自分の考えや理由を英語で表
現するアウトプット活動を強化します。 

・キーボード入力による英語記述練習や、ＡＬＴからの発話を聞いたり、ＡＬＴと対話し
たりする機会を増やします。 

 

11月の主な行事予定 

 

  １日（日）文化の集い（吹奏楽部参加） 

  ３日（火）文化の日 

  ４日（水）オープンスクール（～11/６） 

  ５日（木）SC・SSW、通級 

  ６日（金）文化祭・ふれあいコンサート 

  ７日（土）小中リサイクル活動（城崎小） 

全軟連野球大会但馬地区予選 

 １０日（火）キングスクール 

１２日（木）SSW、通級 

 １３日（金）通級  

１４日（土）県総体駅伝大会 

１８日（水）小中合同運営協議会（城崎中）  

１９日（木）SC・SSW、通級 

２０日（金）通級 

２３日（月）勤労感謝の日 

 ２５日（水）考査前部活動停止（～12/2） 

 ２６日（木）SSW、通級 

 ２７日（金）通級 

３０日（月）期末考査（12/2） 

お気づきのことがありましたらお知らせください 

城崎中学校  ＴＥＬ（0796）32－2043  FAX （0796）32－2900 

ホームページ http://www2.city.toyooka.hyogo.jp/edu/school/kinosaki-jhs/ 

 


